
 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

■司 会 ／ 大泉博典 ＳＡＡ    ■ロータリーソング ／ 君が代、奉仕の理想 

■会長挨拶 ／ 平野泰治 会長 

会長年度の最終月を迎えました。ロータリーの原点に戻ろうと、今年度の活動をしてき

ましたが、残念ながら会員増強もかなわず、次年度の会長に多くの宿題を残す結果とな

りました。会長の経験を活かし、次年度もしっかりと活動していこうと思います。 

さて、本日、鈴鹿市議会の６月定例会が開会しました。今、国会では、共謀罪の審議や

加計学園の問題で混乱しています。国会でのやりとりをみていると、同じ政治家の一人

として恥ずかしい限りです。人の振り見て我が振り直せと自らを戒めています。 

北朝鮮も心配です。ついに、在日米軍基地だけでなく、日本自体もミサイルの標的にし

ていると言い出しました。今こそ、日本は、米国に追従し、軍事的圧力だけでなく、戦

争をしない平和の国として、絶対に戦争はさせないとの役割を果たすべきだと思います。 

 

■出席報告  

例 会 日 会 員 数 出 席 者 欠 席 者 出 席 率 

6 月 1 日                   12 名 10 名 2 名 83.33％ 

     2 週間前の補正後出席率 12 名中  12 名   100% 

 

■例会  ／ 次年度活動方針発表 ／ 大泉会長エレクト 

国際ロータリー イワンライズベリー会長は「ロータリ

ー ; 変化をもたらす」をテーマに揚げました。私もロ

ータリーの奉仕活動を通して「地域に変化をもたらす」

「クラブに変化をもたらす」「人の人生に変化をもたら

す」「自分の人生に変化をもたらす」をテーマに一年間

を務めさせていきたいと思います。 

そして 第 2630 地区 田山雅敏ガバナーの活動方針のテ

ーマが「未来を創造しよう」です。 ロータリーは次の
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１０年に向けて確実に動き出しました。奉仕の理念は何ら変わることはありませんが、私

は１０年後の鈴鹿ベイロータリークラブがどのようなクラブになっているかを考えてい

きたいと思います。 

鈴鹿ベイロータリークラブはいま 試練の時です。鈴鹿ベイロータリークラブの行動力・

想像力・団結力を引き継ぎながらも クラブ親睦を深める機会をふやし、心ひとつになる

クラブを創っていきたいと思います。 

２０１７-２０１８年度 活動計画・事業計画については 前年度と変わっておりませんが、

来たる理事・役員会には入会金の件・プログラムの件・会計の件、その他色々、皆様方の

ご提案等も含めてご審議よろしくお願いします。 

 

 

■ 自治権を活かしたクラブ運営 （クラブ細則の整備） 
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クラブには大幅な自治権が与えられています。クラブの管理運営は、クラブ細則に定めた

条文に従って進められますから、自治権を最大限活かした細則を制定することが必要にな

ります。 

至近の規定審議会による定款・細則の変更、RI理事会議事録、ロータリー章典によって、

クラブに大幅な自治権が認められるようになりました。 

その結果、RI定款・RI 細則・クラブ定款に違反しない限り、役員選挙、委員会構成、ク

ラブの管理運営、例会開催、入会手続等のクラブの管理運営のほとんどはクラブの裁量権

に委ねられることになりました。 

要するにクラブの運営は、クラブが独自に定めた細則に従って行われますので、クラブ自

治権を最大限に発揮するにはクラブ細則の大幅な改定が必要となります。現実の問題とし

て、RI 定款・細則、クラブ定款の日本語版の提供がかなり遅れますので、年度の途中で

クラブの管理運営を変更することは不可能なので、実質的には改定されたクラブ細則は次

年度から適用されることになります。クラブ細則はクラブの自治権を最大限発揮して、自

由に作れば良いのですが、やはりモデルになるものがあった方が作り易いので、そのサン

プル例を RIの推奨細則を利用してお示ししたいと思います。 

繰り返し申し上げますが、これからお示しする細則は単なるサンプルに過ぎません。この

サンプルを参考にして、クラブ独自の素晴らしい細則を制定して、クラブの自治権を最大

限に発揮するクラブ運営を図ってください。 

 


